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W26a インフレーションを検証するCMB偏光観測小型科学衛星LiteBIRD
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LiteBIRDは代表的インフレーションモデルを完全に検証するための科学衛星計画で 2020年頃の打ち上げを目
指している。直径 60cm程度の小型反射型望遠鏡と 100mKに冷却された多色超伝導検出器アレイで、宇宙マイク
ロ波背景放射 (Cosmic Microwave Background、CMB)の偏光度を全天にわたり精密観測する。前景放射分離の
ため 50-320GHzの周波数帯域をカバーするデザインとなっている。代表的インフレーションモデルが予言する原
始重力波の下限 (テンソル・スカラー比 r=0.002)まで探索を行うことが目標である。ワーキンググループには天
文・素粒子・デバイス開発など異なる背景を持つ国内外の 60名を超える研究者により開発研究が進行している。技
術実証を兼ねた地上観測プロジェクト（POLARBEAR、POLARBEAR-2、GroundBIRD)も推進している。本
講演では、LiteBIRD計画のミッションとシステム検討について、2012年度の進展を中心に現状を紹介する。


